
令和５年
新年のご挨拶

　
令
和
５
年
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
2
年
か
ら
全
世
界
の
人
々
に

脅き
ょ
う
い威
を
も
た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
令
和
３
年
そ
し
て
令
和

4
年
と
絶
え
ず
変
異
を
繰
り
返
し
、

未
だ
に
収
束
す
る
気
配
す
ら
な
く
長

期
戦
の
様
相
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
毛
呂
山
町
で
は
、
町
民
皆
様
に
定

期
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
10
月
か

ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
Ｂ
Ａ
．４

－

５
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
皆
様

に
予
約
の
段
階
か
ら
役
場
職
員
が
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
順
調

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
国

か
ら
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
」
で
は
、
小
中
学
校
給
食
費
無
償

化
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
保
育
所

等
副
食
費
無
償
化
事
業
、
ひ
と
り
親

世
帯
支
援
事
業
、
水
道
基
本
料
金
無

償
化
事
業
、高
齢
者
移
動
支
援
事
業
、

水
稲
生
産
者
支
援
事
業
等
々
、
全
体

で
は
34
項
目
と
幅
広
い
支
援
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
川
角
中
学
校
の
東
に
計
画
さ
れ
て

い
た
企
業
誘
致
の
「
東
部
地
区
」
で

は
、
岐
阜
県
に
本
社
が
あ
る
リ
ネ
ン

企
業
「
ト
ー
カ
イ
」
の
工
場
棟
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
部
地
区
で
は
、
先
に
企
業
進
出

を
果
た
し
順
調
に
操
業
さ
れ
て
い
る

「
木
屋
製
作
所
」、
用
地
取
得
を
済

ま
せ
て
拡
張
を
計
画
さ
れ
て
い
る

「
関
越
物
産
」
な
ど
で
無
事
に
誘
致

が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
角
地
区
か
ら
市
場
地
区

に
か
け
て
大
き
な
建
物
が
完
成
間
近

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地
区

を
「
第
二
東
部
地
区
」
と
称
し
て
お

り
、
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
に
よ
る
物

流
倉
庫
の
進
出
で
誘
致
が
完
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
残
る
「
南
部
地
区
」
で
す
が
、
飯

　
来
年
度
、
本
町
で
は
「
健
幸
づ
く

り
の
ま
ち
宣
言
」
を
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
町
民
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理

を
万
全
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
心

身
と
も
に
健
幸
な
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毛呂山町長　井
いの

上
うえ

 健
けん

次
じ

令
和
４
年
　
主
な
出
来
事

計
画
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
企
業
誘
致
が
完
了

１
月

・
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
出
初
式
が

開
催
さ
れ
る
。

・
成
人
の
つ
ど
い
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
同
様
屋
内

で
実
施
さ
れ
る
。

２
月

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

出
場
し
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
森
さ

や
か
さ
ん
と
瀬
戸
大
也
選
手
に
町
か
ら
特
別

栄
誉
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
森
さ
や
か
さ
ん
の
功

績
を
称
え
、
役
場
庁
舎
前
に
「
ゴ
ー
ル
ド
ポ

ス
ト
」
が
設
置
さ
れ
る
。

３
月

・
役
場
庁
舎
、
中
央
公
民
館
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
金
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
る
。

・
毛
呂
山
消
防
団
が
、
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

を
受
賞
す
る
。

４
月

・
加
藤
勉
副
町
長
の
退
任
に
伴
い
、
関
本
建
二

氏
が
副
町
長
に
就
任
す
る
。

・
毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
が
、

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
内
か
ら
、
旧
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
施
設
に
移
転
す
る
。

・
毛
呂
山
町
未
来
応
援
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
事
業
が
開
始
さ
れ
る
。

５
月

・
大
野
埼
玉
県
知
事
が
、「
知
事
の
ふ
れ
あ
い
訪

問
」で
、「
株
式
会
社
苺
の
里
」を
訪
問
す
る
。

・
毛
呂
山
町
、伊
奈
町
、川
島
町
の
３
町
で
「
３

　
令
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５
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挨
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迎
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３
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。
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を
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を
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で
は
、
先
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さ
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」、
用
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画
さ
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越
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」
な
ど
で
無
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に
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が
完
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、
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場
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建
物
が
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成
間
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と
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お
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が
、
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を
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、
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リ
ッ
ク
ス
不
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産
に
よ
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物

流
倉
庫
の
進
出
で
誘
致
が
完
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
残
る
「
南
部
地
区
」
で
す
が
、
飯

　
来
年
度
、
本
町
で
は
「
健
幸
づ
く

り
の
ま
ち
宣
言
」
を
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
町
民
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理

を
万
全
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
心

身
と
も
に
健
幸
な
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
の
新
し
き
村
の

入
り
口
よ
り
北
側
に
面
し
た
２・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
は
、
三
菱
地
所
お
よ

び
丸
紅
な
ど
の
一
流
企
業
の
支
援
に

よ
る
特
定
目
的
会
社
に
よ
っ
て
物
流

倉
庫
の
建
設
が
決
定
し
、
現
在
用
地

の
整
地
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
南
部
地
区
で
も
企
業
誘
致
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
武
州
長
瀬
駅
北
側
の
野

久
保
線
周
辺
に
は
商
業
施
設
と
し
て

「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
」
が
、
６
月
30
日

に
オ
ー
プ
ン
し「
賑
わ
い
の
エ
リ
ア
」

と
な
り
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ（
住
ま

い
と
生
活
機
能
が
近
接
し
て
い
る
効

率
的
な
街
）が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
、固
定
資
産
税
な
ど
税
収
増
と

雇
用
の
創
出
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
毛
呂
山
町
は
、
令
和
２
年
度
で
は

「
個
人
住
民
税
納
税
率
ア
ッ
プ
部
門
」

に
お
い
て
県
内
63
市
町
村
で
一
番
と

な
り
、
県
よ
り
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
で
は
「
収
入
未
済

額
圧
縮
率
部
門
」
で
町
村
で
一
番
と

な
り
、
２
年
続
け
て
表
彰
の
栄
に
浴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成
23
年

当
時
、
個
人
住
民
税
納
税
率
は
88
パ

ー
セ
ン
ト
台
で
あ
り
県
内
63
市
町
村

で
53
位
と
残
念
な
数
字
で
し
た
が
、

令
和
３
年
度
の
個
人
住
民
税
納
税
率

は
98
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
63
市

町
村
で
19
位
と
上
位
に
位
置
す
る
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
の
納

税
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
17
日
、
国
の
文
化

審
議
会
は
、
毛
呂
山
町
の
鎌
倉
街
道

上
道
を
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う

に
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
、
11
月

10
日
、正
式
決
定
さ
れ
た
こ
と
が「
官

報
」
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
町
の
歴
史
民
俗

資
料
館
で
は
、
職
員
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
」
を
編
制
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
方
々
に
鎌
倉
街
道
の
歴
史
的

な
価
値
と
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
後
、
町
で
は
「
昔
の
ま
ま
の
鎌

倉
街
道
」
を
残
せ
る
よ
う
に
鎌
倉
街

道
周
辺
の
環
境
整
備
に
努
め
、
多
く

の
方
々
に
鎌
倉
街
道
を
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
所

存
で
す
。

　
令
和
４
年
で
は
、
下
記
の
よ
う
に

多
く
の
出
来
事
や
行
政
運
営
で
の
動

き
と
な
り
ま
し
た
が
、「
川
角
駅
周

辺
地
区
整
備
事
業
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
業
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
町
民

皆
様
の「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
「
町
民
皆
様
が
主

役
」と
肝
に
銘
じ
て
参
る
所
存
で
す
。

　
引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

鎌
倉
街
道
上
道
が

　
　
　
国
の
指
定
史
跡
に
！

２
か
年
連
続
で

　
　
　
個
人
住
民
税
で
表
彰

町
バ
ラ
ハ
ー
モ
ニ
ー
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
る
。

６
月

・
第
２
回
毛
呂
山
町
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
る
。

・
鎌
倉
街
道
上
道
が
国
指
定
史
跡
に
答
申
さ
れ

る
。

・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン（
株
）お
よ
び
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル（
株
）と
「
災
害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
。

７
月

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
す
る
。

８
月

・
町
内
の
学
童
保
育
所
で
、
毎
日
牛
乳
を
提
供

す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

10
月

・
埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
火
入
れ
式

が
行
わ
れ
る
。

・
図
書
館
で
も
ろ
や
ま
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
る
。

11
月

・
鎌
倉
街
道
上
道
が
国
指
定
史
跡
に
正
式
決
定

さ
れ
る
。

・
毛
呂
山
赤
十
字
奉
仕
団
創
立
50
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
る
。

・
毛
呂
山
町
が
個
人
住
民
税
「
収
入
未
済
額
圧

縮
率
部
門
」
で
県
か
ら
表
彰
を
受
け
る
。

12
月

・
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校
の
生
徒
、
桜

美
林
大
学
の
学
生
、
役
場
互
助
会
職
員
が
、

「
ゆ
ず
採
り
隊
」と
し
て
、ゆ
ず
の
収
穫
を
行
う
。

能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
の
新
し
き
村
の

入
り
口
よ
り
北
側
に
面
し
た
２・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
は
、
三
菱
地
所
お
よ

び
丸
紅
な
ど
の
一
流
企
業
の
支
援
に

よ
る
特
定
目
的
会
社
に
よ
っ
て
物
流

倉
庫
の
建
設
が
決
定
し
、
現
在
用
地

の
整
地
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
南
部
地
区
で
も
企
業
誘
致
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
武
州
長
瀬
駅
北
側
の
野

久
保
線
周
辺
に
は
商
業
施
設
と
し
て

「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
」
が
、
６
月
30
日

に
オ
ー
プ
ン
し「
賑
わ
い
の
エ
リ
ア
」

と
な
り
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ（
住
ま

い
と
生
活
機
能
が
近
接
し
て
い
る
効

率
的
な
街
）が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
、固
定
資
産
税
な
ど
税
収
増
と

雇
用
の
創
出
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
毛
呂
山
町
は
、
令
和
２
年
度
で
は

「
個
人
住
民
税
納
税
率
ア
ッ
プ
部
門
」

に
お
い
て
県
内
63
市
町
村
で
一
番
と

な
り
、
県
よ
り
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
で
は
「
収
入
未
済

額
圧
縮
率
部
門
」
で
町
村
で
一
番
と

な
り
、
２
年
続
け
て
表
彰
の
栄
に
浴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成
23
年

当
時
、
個
人
住
民
税
納
税
率
は
88
パ

ー
セ
ン
ト
台
で
あ
り
県
内
63
市
町
村

で
53
位
と
残
念
な
数
字
で
し
た
が
、

令
和
３
年
度
の
個
人
住
民
税
納
税
率

は
98
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
63
市

町
村
で
19
位
と
上
位
に
位
置
す
る
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
の
納

税
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
17
日
、
国
の
文
化

審
議
会
は
、
毛
呂
山
町
の
鎌
倉
街
道

上
道
を
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う

に
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
、
11
月

10
日
、正
式
決
定
さ
れ
た
こ
と
が「
官

報
」
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
町
の
歴
史
民
俗

資
料
館
で
は
、
職
員
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
」
を
編
制
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
方
々
に
鎌
倉
街
道
の
歴
史
的

な
価
値
と
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
後
、
町
で
は
「
昔
の
ま
ま
の
鎌

倉
街
道
」
を
残
せ
る
よ
う
に
鎌
倉
街

道
周
辺
の
環
境
整
備
に
努
め
、
多
く

の
方
々
に
鎌
倉
街
道
を
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
所

存
で
す
。

　
令
和
４
年
で
は
、
下
記
の
よ
う
に

多
く
の
出
来
事
や
行
政
運
営
で
の
動

き
と
な
り
ま
し
た
が
、「
川
角
駅
周

辺
地
区
整
備
事
業
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
業
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
町
民

皆
様
の「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
「
町
民
皆
様
が
主

役
」と
肝
に
銘
じ
て
参
る
所
存
で
す
。

　
引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

～個人住民税納税率の推移～
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